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坂道のきみへ 

Words by Keiichiro Kodama 
& San Motegi 

Music by Keiichiro Kodama 
Performed by HUSHBYRD 

生まれ育った家から飛び出して別の世界を走る子供たちを思う親の気持ちを曲にして
みた。イントロとエンディングのコーラスは”誕生”への讃歌。 
New song is about the feelings of a parent who thinks about their children 
who have left the home and are running into another world. The intro and 
ending chorus are a hymn to the "birth." 

              
駆けてゆくきみの　　　後ろ姿は 
陽炎の向こう　　　　　真夏の坂道 
揺れてる　　　　　　　みどりの草原 
雲の影（が）　　　　　島を渡ってゆく                    
空は青く　　　　　　　光あふれて 
風があわてて　　　　　きみを追いかけてゆく 

きみが生まれた　　　　あの日忘れない 
小さな手のひら　　　　そっと　たしかめて 
この世にwelcome           はじまるyour life 

どんなときも　I’ll be by your side 
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耳を澄ましても　　　　きみは見えない 
まぶた閉じても　　　　声は聞こえない 
さざめく　　　　　　　波の向こうで 
きみはいくつもの　　　季節を越え          
冬の木枯らし　　　　　粉雪舞い散る 
坂道の途中で　　　　　振り返っているのかな 

Ah～ボクらが見た　　  時代（は）もうない               

Ah～新しい世界が　　  広がる 

走って見つけて　　　   なくしてまた探す 

そんなくり返し　　　   それが生きること                 

この世にwelcome          続いてくyour life 

どんなときも　I’ll be on your side 
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